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総務文教常任委員長報告 

（Ｒ３．６．２５） 

 総務文教常任委員会に付託されました議案について、審査の経過概要と 

その結果を報告いたします。 

 まず、第１号議案、令和３年度亀岡市一般会計補正予算（第２号）の    

本委員会所管分でありますが、その主な内容は、 

 総務費では、新型コロナウイルス感染症感染予防の観点から、市庁舎や  

交流会館のトイレ改修などを行うための、庁舎維持管理経費、交流会館運営

経費の増額補正、 

 地域におけるコミュニティ活動、防災活動の拠点である自治会館の改修を

支援するための、自治会館経費の増額補正、 

教育費では、コロナ禍にあっても可能な限り修学旅行等が実施できるよう、

日程の延期や行き先の変更等に係る経費を支援するための、小学校費及び 

中学校費の、教育研究会等経費の増額補正、 

デジタル技術を活用した文化資料館特別展を開催するための、文化資源 

活用事業の増額補正、であります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定  

しました。 
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次に、第２号議案、申請書等の押印を求めることの見直しに伴う関係条例

の整理に関する条例の制定については、行政手続きの簡素化による市民負担

の軽減と国の押印廃止の取組との整合を図るため、関係する２条例について、

所要の規定整備を図るものであります。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定  

しました。 

 

 以上、簡単ではありますが、本委員会の報告といたします。 
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